








今後の研究開発成果の展開・波及効果創出への取り組み 

研究開発成果の展開 

異なるメーカの異なる機能のICチップの多数積層を、

従来の有線技術に比較して容易に実施することが
でき、モジュールの小型/多機能化は、各種モバイル

機器の高性能化を牽引、情報通信端末の多種多様
な可能性を拓くことが期待される。 

本研究の応用検討委員会に複数の企業に
参画いただいた 

波及効果創出 

今回報告する成果は、安定した発振周波数という観点から磁場
に対して変化が少ない発振素子を開発。 

一方で、本研究開発を通して発振周波数が磁場に線形に変化
するSTOも得られた。 
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磁界センサへの応用展開も可能 

特にその素子の小ささから医療用in-vivo生体センサも
可能ではないか(脳磁・心磁) 
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